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ユーゴ空爆：振り子外交の落とし穴
1999年5月27日　　アンディ・チャン（米ライス大学地球物理学博士）
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　アメリカ国内でも、そろそろユーゴ戦争の批判が高まりつつある。現在NATO諸国のユーゴ作戦は、イギリスが強気で、地上部隊の派遣を主張しているが、ドイツは「もってのほか」という態度で、イタリアも反対している。 

　そしてアメリカは、戦争を始めた立場上、反対もできず、セルビア側がいまにも降伏しそうなニュースばかり流し、勝利は目前にあるかのように、国民の好戦気分を掻き立てようとしている。 

　しかし、空爆が始まるとすぐに三人の捕虜をとられ、目標誤爆で無辜な市民に死傷者をだし、ジャクソン氏のユーゴ訪問と、それに続く捕虜の釈放に、お鉢をとられたホワィトハウスは、冷淡な反応しかできなかった。 

　続く中国大使館の誤爆で、アメリカは再三謝るよりほかなく、一気にもりあがった世界的な戦争批判に、対応できないでいる。 

　その実、国内では3月に空爆を始めた時から、戦争に批判的な人が多く、ことに軍部の反対には根強いものがあった。それをクリントン政権は、いろいろな口実をもうけて、戦争批判を封じていたのだった。 

　たとえば「国が戦争をしているときに兵士の士気を削ぐような言論はするな」とか「いったん空爆を始めたからには全体一致で国連とNATOの決定を支持すべきだ」とか。 

　その後、国会議員に強力な反対意見が出たときも、ニュースメディアはこれを共和党議員の政治的反対だと攻撃し、オルブライト国務長官は、国会の批判者たちを “非国民”呼ばわりしたりした。 

　外国ではあまり知られていないが、アメリカの新聞は政党寄りのものが多く、ワシントンポスト（以下WPとする）などは、昔から強力な民主党支持で、機会を見つけては共和党を陰湿に攻撃するのである。 

　そのようなWPが、5月16日の日曜版（Outlook）で、かなり大きく紙数を割いて戦争を批判したのである。いわく「戦争は正義か？」「空爆に正当性はあるのか？」「NATOの目的は善意でも方法に疑問がある」などなど。 

　WPが戦争を考え直すようなプログラムを組んだのは、国内の戦争批判が無視できないほど盛り上がってきたからとも思われる。 

　企画の中で重要と思われるのは、Michael Dobbsの「振り子外交の落し穴」(Pitfalls of Pendulum Diplomacy)と題する、アメリカ外交政策の歴史的回顧だろう。これには、過去半世紀のアメリカ外交が、反戦と好戦のあいだを行ったり来たりしていることが描かれている。 

　Michael Dobbsは、WPのスタッフライターで、最近バルカン戦争について4週間の取材報道を終えたところであり、著書に「マデリン・オルブライト：20世紀のオディッセイ」がある。 

　彼によると、アメリカの外交は過去半世紀のあいだ、好戦と反戦の間を行ったり来たりしていたという。朝鮮戦争やベトナム戦争の好戦気分から、一転して実質的に負けた後の厭戦気分、それから湾岸戦争の勝利によって、国民は再び好戦的になって、政府の高官も強気になった。 

　しかし、ベトナム戦争の経験者にとっては、戦争を極力押さえ、アメリカが再び無意味な国際軍事行動に巻き込まれるのを警戒していたのだ。 

　それがクリントン政権になってから、慎重派が積極派に押され、アメリカは再び好戦的になってきたのである。クリントンというベトナム戦争の徴兵忌避者が好戦的というのも、皮肉なことである。 

　クリントンは前任者のブッシュが極力避けていたボスニアの紛争に手を出したがり「人道的な立場から部族紛争の責任者を探し出す」と公言した。 

　このような介入の背景には、オルブライトがいわゆる「積極的多方面介入」を推し進めて、他国をも巻き込むように操作したことがある。アメリカは、自国が攻撃されない限り、自分から戦争を始めることはできないので、国連やNATOの名義を使って戦争に介入するわけだ。今までに何回も使った手段である。 

　アメリカは、決して人道的な立場から介入を急いでいるのではない。現在のバルカン戦争は、ソ連の解体によってユーゴスラビアがバラバラになり、民族が複雑である上に、政権が揺らいで民族間の対立や独立運動がさかんになったので、アメリカがソ連に代って主導権を握ろうとしているのである。 

　　 
感想
　上記は私が講義の発表で使用したものの一部であり、また印象に残ったものである。今はとりあえず一段落したコソボ情勢ではあるが、それが残した傷痕はあまりに大きすぎた。私は今まであまり世界に目を向けることなどなかったが、この講義を聴いてすこしずつではあるが視野が広くなったと思う。戦争は何も生まず愚かである。今回の一連の出来事でそれを知った。また機会があれば、いろいろなことに興味を持って考えを深めたい。　
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